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9 一 月 経 と 産後 の 出血 








念 月 経 と は : 子 宮 か ら の 自然 出血 で 、 決 まっ た 時 期 に 女性 器 か ら 排出 され ます 。 大 方 の 場 
合 、 そ の 期間 は 6, 7 日 間 で す 。 


⑯ 月 経 に よる 出血 の 実態 : 

アッ ラー は 、 母 の 体内 に ある 子供 の 栄養 補給 ゆえ に 、 月 経 の 血 を お 創り に な られ まし た 。 
それ ゆえ 妊婦 は 殆ど 月 経 の 出血 を 見 ませ ん 。 そ し て アッ ラー は 、 出 産後 に それ を 乳房 か ら 
流れ る 乳 に 変え られ ます 。 そ れ ゆ え ぇ 授乳 す る 女性 は 殆ど 月 経 の 出血 を 見 ませ ん 。 そ し て 女 
性 が 妊娠 や 授乳 を 終え た 時 に その 行き 場 が な く な り 、 そ れ が 子宮 に 留まる 結果 、 毎 月 6, 7 
日 間 に 渡 っ て 排出 され る こと に な る の で す 。 

















人 @ 月 経 に は 決ま っ た 最短 期間 と いう も の も 、 最長 期間 と いう も の も あり ませ ん 。 ま た 最も 
早い 開始 時 期 と いう の も 、 最も 遅い 開始 時 期 と いう も の も な く 、 あ る い は 月 経 と 月 経 の 


間 の 決ま っ た 最短 期間 と か 最長 期間 と いう も の も あり ませ ん 。 

















@ 産後 の 出血 と は : 出 産後 、 あ る い は その 最 中 、 あ る い は その 前 に 女性 器 か ら 見 られ る 出 
MO 





@⑯ 産後 の 出血 の 期間 は 大 方 の 場合 、40 日 間 で す 。 し か し それ より 早く 出血 が 収まっ て 清 
浄 な 状態 に な っ た ら 、 グ ス ノ ク 4 を し て ダテ ー (礼拝 ) や ダク ス ( 斎 戒 ) な ど を し ます 。 ま た 
夫 と 性 交 す る こと も 出来 ます 。 一 方 その 出血 が 60 日 間 を 超え る 場合 、 そ の 出血 は 不 整 出血 
と 見 な され ます 。 




















@ 竹 婦 の 出血 に 関す る 諸 規 定 : 


妊婦 が 流産 し て いな い に も 関わ ら ず 多量 の 出血 を 見 た ら 、 そ れ は 不 整 出血 で あり 、 ゆ え 
に サラ ー な ども 休止 し て は な り ま せん 。 そ の よう な 場合 は 各 サ ラー 前 に だ ゥ ー8 す る よう 
に し ます 。 ま た 妊婦 が 自分 自身 の 決ま っ た 時 期 と 月 と 状態 に お いて 通常 の 月 経 に よる 出血 
の よう な 出血 を 見 た ら 、 そ れ は 月 経 で す 。 そ れ ゆ え そ の よう な 場合 は サラ ー や サウ ム を 休 
止 し な けれ ば な り ま せん 。 


























人 @ 月 経 と 産後 の 出血 の ある 者 は 、 清 浄 な 状態 に な り グ スル する まで は 、 タ ジー を する 
こと が 禁じ られ ます 。 








1 訳者 注 : 詳 し く は この 章 の 「7. グ ス ル 」 の 項 を 参照 の こと 。 

2 訳者 注 : 詳 し く は この 章 の 「4. ウド ゥ ッ ー」 の 項 を 参照 の こと 。 

3 訳者 注 :・「 タ ワー フ 」 は 巡礼 ヘッジ と ウム ラ ) の 諸 義務 行為 の 内 の 1 つ 。 ア ッ ラ ー を 崇拝 する た め に 
カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻り ます 。 
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@ 月 経 と 産後 の 出血 の ある 者 は 、 カ バー な どの 義 い を 通し て で な けれ ば クル アー ン に 触れ 
る こと が 出来 ませ ん 。 





人 @ 女性 は 月 経 の 状態 に ある 限り 、 そ れ が 通常 通り の 期間 で あっ て も 、 あ る い は 通常 より も 
長かっ た り 、 あ る い は 短かっ た り し て も 、 サ ラー な ど は し ませ ん 。 そ し て 清浄 な 状態 に 
な っ た ら グ スル を し 、 サ ラー な ど を 始め ます 。 月 経 中 に 出来 な か っ た サウ ム は 後 で や り 
直し ます が 、 サ ラー に 関し て は や り 直 し する 必要 は あり ませ ん 。 

















人 @ 尻 人 性 は 必要 に 応じ 、 月 経 を 止め る 作用 の ある 無害 な 薬品 を 摂取 する こと が 出来 ます 。 そ 
し て その 間 は 清浄 な 状態 に ある と 見 な され る の で 、 サラ ー も サウ ム を し な けれ ば な り ま 
せん 。 





@ 月 経 が 終わ っ た 時 の 兆候 : 








月 経 の 出血 が 止ま る と 、 白 色 の 液体 が 見 られ ます 。 も し それ が 見 られ な い 場 合 、 白 い 木 
綿 な ど を 挿入 し て 出血 が な いか どう か 確か め ま す 。 





⑯ お り も の に 関す る 諸 規 定 : 





月 経 期間 内 の お り も の は 、 月 経 に よる 出血 と 見 な され ます 。 そ し て 月 経 期間 外 の それ は 
月 経 に よる 出血 で は な い の で 、 サ ラー も サウ ム も 性 交 も 行う こと が 出来 ます 。 も し お り も 
の が 平均 的 な 女性 の 月 経 期間 を 超え ん た ら グ スル を し 、 清 浄 な 状態 に ある 時 の よう に サラ ー 
二 池 2 








@ 規定 の サラ ー 時 間 に 入 っ た 後に 月 経 に な っ た か 、 ある い は サラ ー の 時 間 前 に 清浄 な 状態 
に な っ た り し た ら 、 そ の サラ ー は 彼女 に と っ て 義務 と な り ま す 。 産後 の 出血 の 場合 も 同 
様 で す 。 








@ 男性 が 、 月 経 中 の 女性 と (下半身 を 邑 う ) 衣服 の 上 か ら (性 交 に 至ら な い 範 囲 で の ) 性 
交渉 を 持つ こと は 許さ れ て いま す 。 マ イム ー ナ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ 
ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 (後に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 月 経 中 の 彼 の 妻たち と ( 下 
半身 を 呈 う ) 衣服 の 上 か ら (性 交 に 至ら な い 範 囲 で の ) 性 交渉 を 持っ た も の で し た 。( ア 
ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 め 





@ 月 経 中 の 妻 と 交わ る こと に つい て の 見 解 : 





月 経 中 の 妻 と 性 交 す る こと は 禁じ られ て いま す 。 





4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (303) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (294)。 文 章 は ムスリム の も の 。 
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至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て (人 々 は ) あな た に 月 経 に つい て ね る 。 
言え 、「 月 経 は 株 れ で ある か ら 、 月 経 中 の 女性 と 交わ る の で は な い 。 そ し て 彼女 ら が 清浄 な 
状態 に な る まで 、( 性 交 の た め に ) 近づい て は な ら な い 。 し か し (彼女 ら が ) 清浄 な 状態 に 
な っ た ら 、 ア ッ ラ ー が お 許し に な られ た 範囲 に お いて 彼女 ら と 交わ る の だ 。」 ア ッ ラ ー に は 実 
に ( 罪 か ら ) よく 悔 悟 する 者 た ちと 、( 汚 れ か ら ) よく 身 を 清め る 者 た ち を 愛 で ら れる 。 
(クル アー ン 2 : 222) 











信 月 経 の 出血 が 止ま り 、 清 浄 な 状態 に な る - つま り グ スル する - まで は 、 性交 する こと は 
禁じ られ ます 。 月 経 の 出血 が 止ま っ て も 、 グ スル する 前 に 性 交 す る こと は 罪 で す 。 








@⑯ 自ら の 妻 が 月 経 中 で ある こと を 知り つつ 、 政 意 に か つつ 自発 的 に 彼女 と 交わ る 者 は 罪深い 
者 で す 。 そ の よう な 者 は 男女 共に 悔 局 し 、 そ の 財 罪 を する 必要 が あり ます 。 購 罪 と は : 
月 経 中 に 性 交 し た 場合 に は 1 デ ァ ー ナ ー ノ 5、 出 血 が 終了 し た 後 で グ ス ル する 前 で あっ 
た 場合 は 半 デ ィ ー ナ ー タ の 施し で す 。 





イブ ン ・ ア ッ パ ー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 月 経 中 の 妻 と 交わ っ た 男 に 対し て 、 こ う 言 いま し た :「1 ディ ー 
ナ ェ 2 が 半 デ ィ イー ナー ルル 2 すす の だ 1 (アブ フー リク グ クー ツー ドド 6 と アン ショ ボサ ーー イー の 信 承 9 





信 月 経 中 は 性 交 、 離 婚 、 サ ラー、 サ ウム 、 ク ルアー ン に 触れ る こと 、 タ ジー ダ '『、 モ スク 
に 留まる こと は 禁じ られ ます 。 








@ スズ スタ ハー ダ : ム ス タ ハ ー ダ と は 、 月 経 期間 中 で な い 時 に 性 器 内 部 か ら 出 血 を 見 る 女性 
の だ お 


@ 月 経 と アス ディ ハー ダグ (月経 期間 以外 の 性 器 内 部 か ら の 出血 ) の 違い : 


1 一 月 経 は 子宮 の 基底 か ら 分 泌 さ れる 血液 の 流出 の こと で 、 そ の 色 は 濃く 黒ずん で お り 、 
粘り 気 が あ り ま す 。 ま た 赴 具 が あり 、 排 出さ れ て も 疑 固 し ませ ん 。 











\ 








2 一 一 方 イス ティ ハー ダ に よる 出血 は : 子宮 外 か ら の 出血 の こと で 、 そ の 色 は 赤く 、 粘 り 
気 は あり ませ ん 。 ま た 通常 の 出血 ゆえ 悪臭 は な く 、 排 出さ れ た 時 に 凝固 し ます 。 

















5 訳者 注 :1 ミ スカ ー ル ( 約 4.25g) に 相当 し ます 。 
6 真正 な 伝承 。、 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (264) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (287) 、 ス 
ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (289) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ン テ ナ サー イー (278)。 文章 は アン テニ ナ サ ー イ ー 
の も の 。 
7 訳者 注 ・「 タ ワー フ 」 は 巡礼 (ハッ ジ と ウム ラ ) の 諸 義 務 行 為 の 内 の 1 つ 。 ア ッ ラ ー を 祭 拝 する た め に 
カアバ 神殿 の 周囲 を 7 回 逆 時 計 回 り に 廻り ます 。 
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@⑯ ム ス タ ハ ー ダ の グ ス ル の 仕方 : 
ム ス タ ハ ー ダ は 月 経 が 上 が っ た 後 、 1 度 だ け グ スル を し ます 。 そ し て 各 サ ラー 前 に ウド ッ ゅ 
ー を し 、 陰 部 に ナプキン な ど を 当て て お きま す 。 








⑯ 。 ム ス タ ハ ー ダ に は 4 つの 状況 が あり ます : 

1 一 本 人 が 自分 の 月 経 期 間 を 心得 て いる 場合 。 そ の 期間 を 過ごし た 後に グ ス ル し 、 サ ラー 
な ど を 始め ます 。 

2 一 本 人 が 自分 の 月 経 期間 を 心得 て いな い 場 合 。 女性 の 平均 的 な 月 経 期 間 を 見 積もっ て 6, 
7 日 間 過 ご し ます 。 そ し て それ か ら グ スル し 、 サ ラー な ど を 始め ます 。 

3 一 周期 的 な 月 経 が ある も の の 、 自 分 の 月 経 の 出血 と そう で な い 出 血 を 見 極め られ な い 場 
合 。 月経 に 特徴 づけ られ る 出血 が 終了 し た 時 点 で 、 グ スル し 、 サ ラー な ど を 始め ます 。 

4 一 周期 的 な 月 経 が な く 、 ま た 自分 の 月 経 の 出血 と そう で な い 出 血 を 見 極め られ な い 場 合 、 
6, 7 日 間 過 ご し た 後に グ ス ル し 、 サ ラー な ど を 始め ます 。 




















@ 流産 に 関す る 諸 規定 : 





卵細胞 の 排出 は 月 経 と も 産後 の 出血 と も 見 な され ませ ん 。 4 ヶ月 以降 の 胎児 の 流産 の 際 に 
見 られ る 出血 は 、 産 後 の 出 血 と みな され ます 。 ま た 、 ま だ 胎児 と し て の 形 が 形成 され て い 
な い 省 血 の 段階 、 あ る い は 肉 塊 の 段階 に 流産 し た 場合 、 例 え 出血 が 見 られ た り し て も それ 
は 産後 の 出血 と は 見 な され ませ ん 。 ま た 上 既に 胎児 と し て の 形成 が 見 られ る 3 ヶ月 以降 の 凝 
血 の 段 階 、 あ る い は 肉 塊 の 段階 に 流産 し た 場合 、 そ れ は 胎児 と し て 認め られ る ゆえ 、 そ の 
際 の 出血 は 産後 の それ と 見 な され ます 。 


























@ ム ス タ ハ ー ダ は サラ ー や サウ ム 、 プ アァ デア ァ ア ター28 な どの イ バ ー ダ ( 祭 拝 行為 ) に 勤め 
る こと が 出来 ます 。 ア ー イ シャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 フ ァ ー テ ィ 
マ ・ ビ ント ・ ア ビー・ フ バイ シュ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 預言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) に こう 尋ね まし た : “私 は ム ス タ ハ ー ダ で 、 清 浄 な 状態 が 
(全く ) 訪れ ませ ん 。 私 は サラ ー を 放棄 する こと に な る の で し ょ うか ?” する と (預言 
者 は ) 言い まし た : “いや 、 そ れ は 普通 の 血 で ある 。 あ な た が (以前 ) 通常 の 状態 に あ 
っ た 時 に 月 経 の 出血 を 見 て いた 日 数 分 だ け サ ラー を 休止 させ 、 そ の 後に グ ス ル を し て サ 
ラー を し な さい 。"」( ア ルミ テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9 

















の 大 き な 稼 れ 1 の 状態 に ある 男性 、 ま た 月 経 中 や 産後 の 出血 、 あ る い は 大 き な 委 れ の 状態 
に ある 女性 は クル アー ン を ( 鯨 れ る こと な く ) 読む こと が 出来 ます 。 し か し 清浄 な 状態 
に な っ た 時 に 読む 方 が よい で し ょ 2 う 。 








8 訳者 注 : 詳 し く は 「5. サウ ム 」 の 章 の 「4. イ ァ ティ カー フ 」 の 項 を 参照 の こと 。 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (325) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (333)。 文章 は アル テニ ブ ハ ー リ ー の も の 。 

10 訳者 注 :「 大 き な 秋 れ 」 と は 、 精液 の 発射 、 性 交 、 月 経 や 産後 の 出血 な ど に よっ て 陥る 状態 の こと で す 。 
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